
事業名称 信州「空モビリティ×山岳高原イノベーション」創出事業 事業計画期間 R６-R10年度

事業実施主体 長野県
交付対象事業費
（R７年度）

25,720千円

事業概要
長野県での地理的制約や人口減少による地域課題の緩和・解消を目指し、空飛ぶクルマやドローンなどの次世代空モビリティの活用
を推進するため、企業参入の促進、社会実装に向けた環境整備および支援を行う。

具体的使途
（経費内訳はR７
年度事業費）

○多数の企業を関連事業に参入させるための仕組みづくり
・R6年度の成果を踏まえた「信州次世代空モビリティ活用推進協
議会」でのビジネス参入促進、具体事業創出のマッチング（委託
料）5,390千円
160を超える協議会参加団体の更なるネットワーク化、具体事業創
出、エコシステム作りを促進するため、知識レベル向上による共通認
識づくりや、団体同士の連携を促進するためのビジネスマッチングを行
う。

○次世代空モビリティ社会実装に必要な環境整備
・ドローンサービスの紹介プラットフォーム運営（委託料）330千
円
県内で実装済みのドローンサービスを提供する事業者と、ドローンを
活用したいユーザーとをマッチングするプラットフォームを構築することで、
既に提供されているドローンサービス活用の裾野を拡げ、ユーザーの
潜在ニーズを引き出す。

○次世代空モビリティ社会実装を加速させるための支援
・民間企業による県内での次世代空モビリティ事業化準備支援
（補助金）20,000千円
民間企業（協議会参加団体）による県内での次世代空モビリティ
事業化準備（実証実験や調査、理解・社会受容性向上）支援

実施
体制
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